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介
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向
上
の
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組
と
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デ
ジ
タ
ル
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テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
基
本
研
修
の
構
築

「
座
っ
て
じ
っ
と
し
て
い
て
ほ
し
い
」
こ
れ
は
誰
に
対
し
て
の
誰
の
ニ
ー
ズ
で
し
ょ
う
?

多
様
な
働
き
方
の
在
り
方

外
国
人
介
護
人
材
の
育
成
支
援

介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
の
取
組

介
護
現
場
に
お
け
る

生
産
性

生
産
性
のの
向
上
向
上

に
つい
て

特集特集

特集特集

本特集「介護現場における生産性の向上について」を深掘りした動画をYouTubeで配信しています！
公益財団法人社会福祉振興・試験センター公式チャンネル

P r o d u c t i v i t y
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巻
頭
言

5 カイゴのチカラ

及川ゆりこ Oikawa Yuriko
静岡県三島市在住。公益社団法人日本介護福祉士会会長。一般社団法人静岡県介護福祉士会
顧問。株式会社かいごラボ代表取締役。医療法人にて、病院の介護職員、老人保健施設の介
護職員、介護支援専門員、訪問介護事業所所長、デイケアセンター長を務め、社会福祉法人にて、
施設ケアマネ、介護長、施設長を経験した。介護福祉士。介護支援専門員。認定介護福祉士。

5

和
5
年
度
高
齢
社
会
白
書
に
よ
る
と
、
我
が
国
の
総
人
口
は
令

和
4
年
10
月
1
日
現
在
、
約
1
億
2
5
0
0
万
人
。
そ
し
て
、
65

歳
以
上
人
口
は
3
6
2
4
万
人
、
高
齢
化
率
は
29
・
0
%
と
な
っ
た
。
少

子
高
齢
社
会
と
い
わ
れ
る
日
本
の
人
口
問
題
は
、
い
よ
い
よ
高
齢
化
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
併
せ
て
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
も
深
刻
化
し
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
介
護
現
場
の
慢
性
的
な
人
材
不
足
は
い
ま

だ
解
決
策
が
見
え
な
い
。
高
齢
化
の
進
展
は
、
介
護
ニ
ー
ズ
の
増
大
に

伴
う
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
複
雑
化
、
高
度
化
の
深
化
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
山
積
す
る
課
題
が
叫
ば
れ
る
中
、
介
護
現
場
で
は
、
介
護
の
質
を
低

下
さ
せ
な
い
よ
う
に
介
護
職
員
等
が
日
々
奮
闘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

介
護
の
専
門
職
で
あ
る
介
護
福
祉
士
は
介
護
現
場
の
中
核
を
担
う
介
護

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
認
知
症
の
症
状
を
持
つ
利
用
者
へ
の
支
援
や
終
末

期
の
利
用
者
へ
の
支
援
な
ど
の
様
々
な
個
別
ケ
ア
の
在
り
方
の
検
討
を

繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
。
併
せ
て
、
介
護
リ
ー
ダ
ー
は
介
護
現
場
の
人

材
育
成
や
、
シ
フ
ト
作
成
な
ど
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
担
い
な
が
ら
、

利
用
者
の
Q
O
L
の
維
持
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
現
在
の
介
護
現
場
の
課
題
に
、
厚
生
労
働
省
は
、「
介
護
現
場
に
お
け

る
生
産
性
の
向
上
」
を
打
ち
上
げ
、
様
々
な
議
論
の
あ
る
中
、
取
組
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
介
護
現
場
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
の
意
味
は
、
作
業
効
率
を
上
げ

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
様
々
な
視
点
で
業
務
改
善
を
進
め
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
生
産
性
の
向
上
の
取
組
に
よ
っ
て
、
介
護
職
員
等
が
利

用
者
に
向
き
合
う
直
接
介
護
の
時
間
が
確
保
で
き
る
こ
と
、
寄
り
添
い

な
が
ら
質
の
高
い
介
護
を
展
開
す
る
こ
と
に
多
く
の
時
間
を
使
う
こ
と
、

こ
の
よ
う
な
取
組
こ
そ
が
、
介
護
現
場
の
生
産
性
の
向
上
で
あ
る
。 

　
今
回
の
特
集
は
、
介
護
現
場
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
と
は
何
か
、

デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
、
生
産
性
向
上
を
具
体
的
に
取
り
組

む
た
め
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
実
際
の
介
護

現
場
で
の
取
組
な
ど
を
ご
紹
介
す
る
。

　
こ
の
取
組
に
よ
っ
て
、
介
護
職
員
等
に
よ
る
利
用
者
の
Q
O
L
へ
の
働

き
か
け
が
多
く
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

公
益
社
団
法
人
日
本
介
護
福
祉
士
会
会
長

及
川
ゆ
り
こ

介
護
現
場
の
生
産
性
向
上

生
産
性
向
上
と
介
護
福
祉
士

令
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さ
れ
、
こ
の
数
値
が
高
く
な
る
ほ
ど
生
産

性
が
向
上
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
作
業

効
率
は
統
一
さ
れ
た
公
式
を
持
た
な
い
も

の
の
、
一
般
的
に
は
仕
事
を
よ
り
迅
速
に

進
め
る
度
合
い
や
、
よ
り
少
な
い
労
力
で

作
業
を
行
う
度
合
い
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
。
ど
ち
ら
の
概
念
も
業
務
改
善
が
重
要

な
要
素
で
あ
る
が
、
生
産
性
向
上
は
「
成

果
」
の
視
点
を
含
む
点
が
特
徴
で
あ
る
。

介
護
現
場
に
お
い
て
は
、
生
産
性
は
、
決

め
ら
れ
た
人
員
数
で
適
切
な
ケ
ア
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
た
量
や
、
利
用
者
本
位
の

成
果
を
達
成
し
た
度
合
い
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
。
一
方
、作
業
効
率
は
、ケ
ア
や
サ
ー

ビ
ス
を
よ
り
迅
速
に
済
ま
せ
た
り
、
よ
り

少
な
い
人
数
で
達
成
し
た
り
す
る
能
力
を

指
す
。
こ
の
よ
う
な
視
点
の
違
い
か
ら
、

生
産
性
の
考
え
方
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
を
考
慮
に
入
れ
た
業
務
改
善
の
効
果
を

評
価
す
る
た
め
の
有
益
な
手
段
と
な
り
得

る
。

介
護
現
場
の

生
産
性
向
上
の
考
え
方

1

な
ぜ「
作
業
効
率
」で
は
な
く

「
生
産
性
」な
の
か
?

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
向
上
に
は
古

典
的
な
考
え
方
や
確
立
し
た
方
法
論
が
存

在
し
な
か
っ
た
。
近
年
、
制
度
設
計
者
や

学
者
、
介
護
の
業
界
団
体
、
厚
生
労
働
省

が
議
論
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
輪
郭
を
描
い

て
き
た
。
こ
の
過
程
の
背
景
に
は
介
護
の

供
給
と
需
要
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
て
い

る
が
、
そ
の
解
消
に
向
け
、「
作
業
効
率
」

で
は
な
く
「
生
産
性
」
向
上
が
推
進
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
作
業
効

率
と
生
産
性
の
考
え
方
の
違
い
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

生
産
性
は
、
通
常
、
単
位
投
入
量
に
対

す
る
出
力
量
あ
る
い
は
成
果
と
し
て
表
現

…………………………………………………………………………………………
埼玉県立大学地域連携センター教授
吉田俊之  Yoshida Toshiyuki 1介護現場の
生産性向上の取組とは
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多
様
な
働
き
方
の
在
り
方

株
式
会
社
エ
ヌ・ティ・ティ・デ
ー
タ
経
営
研
究
所

ラ
イ
フ・バ
リ
ュ
ー・ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

奈
良
夕
貴N

ara Yuuki

　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
本
格
化
し
て
い
く
中
、
介
護
現
場
の
人
材
確
保
・
定
着
に
お

い
て
は
、
個
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
多
様
な
働
き
方
や
柔
軟
な
勤
務
形
態
が
重

要
で
あ
る
。
様
々
な
取
組
が
あ
る
中
で
、
い
く
つ
か
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

　
多
様
な
働
き
方
の
代
表
格
で
あ
る
「
介
護
助
手
」
は
、
特
に
リ
タ
イ
ヤ
後
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
が
活
躍
し
て
い
る
。
介
護
助
手
に
介
護
の
周
辺
業
務
や
送
迎
・
調
理
・
清
掃
な
ど

を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
介
護
職
が
よ
り
専
門
的
な
業
務
に
従
事
す
る
時
間
を
増
や
す

効
果
が
あ
る
。
介
護
現
場
の
人
手
不
足
解
消
に
も
な
り
、地
域
の
雇
用
創
出
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
都
心
部
を
中
心
に
、
介
護
施
設
に
有
資
格
者
の
短
時
間
就
労
を
あ
っ
せ

ん
す
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
が
拡
大
し
て
い
る
。「
時
間
を
限
定
し
て
就
労
」で
き
る
仕
組
み
は
、

育
児
や
介
護
な
ど
に
よ
り
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
こ
と
が
難
し
い
方
に
も
有
効
な
取
組
で
あ

る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
潜
在
介
護
福
祉
士
の
掘
り
起
こ
し
や
採
用
前
の
お
試
し
雇
用
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
他
に
も
、「
週
休
3
日
10
時
間
制
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
余
暇
の
充
実
を
目
指
す
事

業
所
も
増
え
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
兼
業
・
副
業
」
を
超
え
て
「
パ
ラ
レ
ル
キ
ャ
リ
ア
」

と
い
っ
た
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
夢
の
実
現
、
社
会
貢
献
活
動
な
ど
の
た
め
に
、
複
数

の
職
業
を
両
立
さ
せ
る
働
き
方
も
あ
り
、介
護
現
場
に
は
多
様
な
人
材
が
参
入
し
て
き
て

い
る
。

　
介
護
現
場
に
お
い
て
、
働
く
人
た
ち
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
充
実
さ
せ
、
長

く
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
人
材
の
定
着
率
を
上
げ
、
結
果
的
に
ケ
ア

C 　 L U M N

2
0
2
1
年
よ
り
在
職
。
前
職
で
は
、
外
国
人
技
能
実
習

制
度
に
お
け
る
介
護
職
種
の
試
験
実
施
機
関
と
し
て
、
国

や
関
係
団
体
と
共
に
、
介
護
技
能
実
習
評
価
試
験
の
仕

組
み
の
検
討
、
構
築
に
携
わ
る
。
現
在
、
外
国
人
介
護

人
材
の
働
き
や
す
い
環
境
作
り
・
就
労
継
続
を
中
心
に
、

医
療
・
介
護
・
障
害
領
域
に
お
け
る
調
査
研
究
、
P
M
O
等

を
担
う
。
社
会
福
祉
士
。
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地
域
で
生
き
る
と
も
に
生
き
る

災
害
時
に
お
け
る

介
護
福
祉
士
の
役
割

　
　
　

年
、
毎
年
の
よ
う
に
災
害
が
発
生
し
、
事
業
の
継

続
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
、
地
域
住
民
へ
様
々
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
令
和
3
年
度
の
介
護
・
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
改
定
に
お
い
て
は
、「
災
害
対
応
力
の

強
化
」と
し
て
B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）の
策
定
と
訓
練
、

地
域
と
の
連
携
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　

災
害
発
生
時
、
事
業
者
も
被
災
者
で
あ
る
反
面
、
利
用

者
・
職
員
等
の
安
全
が
確
保
さ
れ
た
時
点
で
支
援
者
の
側

面
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
と
し
て
事

業
の
継
続
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
事
業
所
機
能
が
健

全
の
際
に
は
公
共
性
の
観
点
か
ら
地
域
の
社
会
資
源
と
し

て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
の
機
能
を
還
元
す
べ
く
、
平
時
か

ら
防
災
拠
点
と
し
て
の
体
制
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
や
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
も
、
一
時

的
で
あ
る
が
地
域
住
民
が
避
難
し
、
受
け
入
れ
た
事
業
所

も
あ
り
、
災
害
時
要
支
援
者
で
あ
る
障
害
者
や
高
齢
者
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
得
る
防
災

拠
点
と
し
て
の
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

公
共
性
の
観
点
を
踏
ま
え
た
機
能
と
し
て
、
以
下
の

6
点
が
主
に
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

﹇
1
﹈
新
た
な
対
象
者
や
要
援
護
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
と
し
て
の
機
能

﹇
2
﹈
福
祉
避
難
所
お
よ
び
二
次
避
難
所
と
し
て
の
機
能

﹇
3
﹈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
受
入
れ
拠
点
と
し
て
の
機
能

﹇
4
﹈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
施
設
間
支
援
を
含
む
、
災
害
支

援
に
お
け
る
ス
タ
ッ
フ
派
遣
と
し
て
の
機
能

﹇
5
﹈
事
業
所
に
お
け
る
備
品
、
備
蓄
等
の
拠
出
元
と
し

て
の
機
能

﹇
6
﹈
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
た
専
門
職

菊
地
月
香
●
社
会
福
祉
法
人
同
愛
会
理
事
長

K
i

k
u

c
h

i
R

a
g

i
k

a

近

vol.7
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カ
イ
ゴ
・
介
護
・
K
A
I
G
O
…
…
、
い

ろ
い
ろ
な
表
記
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
な
た

に
と
っ
て
の
カ
イ
ゴ
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
?

　
私
に
と
っ
て
の
カ
イ
ゴ
と
は
、「
五
感
か

ら
生
じ
た
感
情
に
共
感
す
る
暮
ら
し
の
サ

ポ
ー
ト
」
で
す
。
こ
の
連
載
で
、
読
者
の

皆
様
と
一
緒
に
カ
イ
ゴ
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
脳
は
、
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
皮
膚
な
ど
の
外

界
か
ら
の
情
報
を
解
釈
し
て
、怒
り
、嫌
悪
、

恐
怖
、
喜
び
、
悲
し
み
、
驚
き
な
ど
の
感

情
が
生
ま
れ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
五
感
（
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・

味
覚
・
触
覚
）
の
機
能
の
個
人
差
は
あ
っ
て

も
、
ほ
ぼ
誰
で
も
が
保
持
し
、
日
々
活
用

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
青
空
を
見
る
こ

と
で
、幸
せ
を
感
じ
た
り
、雨
音
を
聞
い
て
、

外
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
悲
し
さ
を
感

じ
た
り
、
香
ば
し
い
焼
き
魚
の
香
り
を
嗅

ぎ
、
早
く
家
に
帰
り
た
く
な
っ
て
、
小
走

り
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し

五
感
か
ら
生
じ
た

感
情
に
共
感
す
る

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト・カ
イ
ゴ

株
式
会
社
介
護
共
育
研
究
会
代
表

石
川
立
美
子

Ish
ikaw

a T
am

iko

五
感
か
ら
得
た
情
報
で
感
情
は
生
じ
て
い
る

1Chap.
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